
二
〇
一
九
年
三
月
二
九
日

春
禽
の
瑠
璃
一
擲
す
池
面
か
な

せ
い
じ

喧
嘩
す
る
相
手
も
を
ら
ず
山
笑
ふ

は
く
子

老
い
母
の
杖
と
も
な
り
て
花
堤

智
恵
子

浮
桟
橋
ゆ
ら
し
出
発
花
見
船

菜

　々　

二
〇
一
九
年
三
月
二
八
日

新
し
く
な
り
し
木
道
菖
蒲
の
芽

さ
つ
き

麗
ら
か
や
砂
場
に
な
ら
ぶ
泥
団
子

な
つ
き

唐
風
の
屋
根
の
宝
珠
に
風
光
る

菜

　々　

二
〇
一
九
年
三
月
二
七
日

水
温
む
水
上
バ
ス
は
満
席
に

満

天

花
行
脚
船
上
人
に
手
を
振
り
て

菜

　々　

山
里
の
風
に
生
ま
れ
て
初
蝶
来

愛

正

総
玻
璃
の
ビ
ル
抽
ん
で
て
風
光
る

満

天

親
指
の
爪
真
つ
黒
や
蕗
を
む
く

や
よ
い

二
〇
一
九
年
三
月
二
六
日

花
の
冷
え
美
術
館
へ
と
エ
ス
ケ
ー
プ

さ
つ
き

二
〇
一
九
年
三
月
二
五
日

花
便
り
膝
の
痛
み
も
消
え
な
ん
と

よ
う
子

正
社
員
募
集
と
貼
り
て
窓
日
永

明
日
香

降
り
立
て
ば
終
着
駅
は
花
菜
中

宏

虎

二
〇
一
九
年
三
月
二
四
日

無

人

駅

待

合

室

に

紙

雛

さ
つ
き

授
乳
の
娘
一
口
つ
ま
む
彼
岸
餅

な
つ
き

二
〇
一
九
年
三
月
二
三
日

大
空
へ
手
燭
点
す
ご
と
白
木
蓮

や
よ
い

大
杉
の
切
り
株
に
座
し
初
音
聞
く

三

刀

散
策
の
森
の
道
行
き
百
千
鳥

た
か
子

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
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